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Synopsis

 For this purpose, we evaluated, in the trade-cultivation scal, the growth and yield of and earning 

from rice for sake-brewery cultivated by the manure cultivation method using organic-wastes compost 

(YUKI-HYAKUBAI) and compound composuto (raw dusts + newspaper + rice-hulls), which has 

recently attracted attention at farms cultivating rice for sake-brewery, or by the conventional fertilizer 

cultivation method using chemical fertilizers. 

 These results were considered as basic date on trade cultivation of rice for sake-brewing using only 

organic manure in the future. The compound compost manuring areas had the following advantages. 1) 

Thickening of the  culm of rice plants was promoted, and the lodging resistance was high 2) Since the 

manure is long-lasting, the growth of rice plants was stable and strengthened during the entire period 

from tillering, through ear formation, to ripening. 3) Preventive effects on disease and insect pest were 

observed. 

 In addition, preventive effects on autumn decline were obserrrved, and seed secting and 

substantiality per ear and per strain were promoted, resulting in an increase in yield and the quality 

of rice for sake-brewing.
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緒 言 材料および方法

好適酒造米山田錦は、大正12年 兵庫県立農事試

験場において、「山田穂」を母、「短桿渡船」を父

として交配、昭和6年 に 「山渡50-7」 の系統名づ

け、昭和11年 「山田錦」 と命名され、現在に至 り

兵庫県の酒米奨励品種 とされ、福岡県 ・三重県 ・

熊本県 ・大分県等でも奨励品種 として採用されて

いる。

既報1)の 、有機性廃棄物 コンポス トを元肥 とし

た営農規模での山田錦の施肥栽培では、栽培経費

の低減や元肥としての肥効性の長期継続及び稲桿

肥大による倒伏耐性の強化等に有効であることを

報告 した。

山田錦は、長桿、長穂で分藥性に富むために倒

伏 し易く、長穂のわ りに一穂の籾数はやや少なく、

止め葉がたれやすく穂が上にでるため草状は不良

で、登熟性が緩慢で晩稲品種であ り、同時に登熟

歩合が低下しやすい。一方、脱粒性と穂発芽性が

高 く、倒伏による発芽率が高い。なお、穂イモチ

や紋枯れ及び縞葉枯れ病に弱いが、秋落ち抵抗性

をかな り有する。化学合成肥料中心の施肥栽培で

は、元肥の肥効性が比較的短期間であるため、追

肥の施肥時期 と量の判定が極めて困難で、結果 と

して栽培 しにくい品種 とされる。

これ らの点から、山田錦栽培時の施肥には、稲

桿の伸長生長及び分藥抑制に留意 し、茎の肥大生

長を促進 して倒伏防止に心がけることが重要であ

り、総合的に無駄な生長を抑制することが不可欠

であ り、生長を栽培期間中平均化させ、元肥は出

来る限 り長期継続肥効性を有することが重要であ

る。

本報告では、既報1)の 有機性廃棄物コンポス トや

化学合成肥料(酒 造 メーカ指定指導)及 び家庭混

合生ゴミ(生 ゴミ十新聞紙 十籾殻混合)コ ンポス

トを元肥 とし、三者を比較 して好適酒造米 「山田

錦」の営農規模栽培下での生長性を中心に比較 ・

検討 したので弦に報告する。

1.酒米(山 田錦)の 営農栽培施肥区分

栽培施肥区分 は、元肥の供試肥料類により区分

した。ゆ うき百倍(有 機性廃棄物 コンポス ト=

Y:サ ングリーン社製)、 家庭混合生ゴミ混合 コン

ポス ト(自 家用家庭混合 コンポス ト=D:製 造方

法は前報2)を 参照)、 化学合成肥料(酒 造メーカー

指定で基本対照区=C:多 木肥料社製)の3区 を設

定し、各栽培区で供 した肥料の選択 と含有成分及

び施肥量と施肥時期はTable1に 示 した(肥 料含有

成分は既報1)のTable2を 参照)。Dの 施肥含有率

は、日本肥料検定協会に分析依頼 し、各々三要素

含有率はN:2.3、P:1.9、K:1.3で あった。

なお、C栽 培区は1993年 より継続実施 している

施肥法区であり、施肥量の算出基本 と時期は近年

で最高の収穫量を呈 した1997年 を基本 として準 じ

た。

2.営 農栽培水田の耕作 と育苗及び植え付け作業管

理

1)営 農栽培水田:兵 庫県東条町岡本大木の前を

供し、栽培水田面積は各々Y=10a、N=10a、C

=10aと した。

水田の耕作、育苗、植え付け及び管理は全て同

一とした。なお水田は1枚35aを 用い、3等 分割 し

て各々分割部は高 さ30cm・ 幅30cmの 分割畦を設

定し、施肥及び灌水が流れ込まないように給排水

を完全分離 ・独立した。

2)荒 鋤 と元肥施肥:前 年のコンバイン(ク ボタ

社製)に よる刈 り取 り収穫直後 に細断稲藁を荒焼

(65%前 後)放 置し、翌年2月 上旬に土造 りと元肥

を自動施肥機(ク ボタ社製)で 施肥後2～3日 放置

後 に トラクター(鋤 歯=唐 鋤円盤デスク)で 深さ

役32～35cmの 荒鋤を行った。

3)呉 返 し:荒 鋤後30日 後 に トラクター(ク ボ

タ社製=鋤 歯:ス クリュー)で 深さ30cmで 呉返

し耕転した。

4)代 掻き:植 え付け3日 前 に水田水深を40～

50mmに 調整 して トラクターにて耕 土表面 をレ

ギュラーバイ ド板を用いて水平とした。

一32一



1Y-vigi-it _--. n J)-1- t- 0-)i62,*  "[law  atto-EnNOiM

Table 1 Quanntity and indicated times of the manure used for commercial-farming practices of rice 

for "SAKE" brewery with YAMADANISHIKI  (kg/10a)

Manure name and Manuring times Method of manuring

Y D  c*

Yuukihyakubai 400

Katei-konghonamagomi  (Raw-Dusts)  *  * 400

Baioyuuki 20

Rinsuta 20 20

Nitrolime 20 20 20

Potassium-chloride 40 40 60

Tenrosai 50 50 100

Keikaru 50

Yourin 60

Azumin 30

Yuukigousei 20

2 PK-manure change 20 20 20

3 Potassium-chloride 20 20

4 Steppu 20 20

Potassium-chloride 20 20 20

5 Maguphosu 10 10

minoriyuuki (yamadanishiki) 25

Three element contain  N  P  K  P  K  N  N  P  K

Manure quantity 18 21 20 17 21 20 20 20 20

* : Manuring method according to application guidance by "SAKE" maker 

** : Raw -Dusts compound-composts 

1  : Basal manure 2 : Head reaing (prior to  heading  : 35 days) 

3 : Panicle fotmation stage head manuring (prior to  heading  : 23 days) 

4 : Head manuring (prior to  heading  :  10 days) 

5 : Topdressing at ripening stage (after  heading  : 7 days) 

Y : Yuukihyakubai D : Row Dusts compound-composts 

C : Control = "SAKE" maker's (Application guidance by "SAKE" maker)

Table 2 Growth of plant on the commercial-farming practices of rice for "SAKE" brewery with 

YAMADANISHIKI (Average of 10 stumps)

M and D Cu 6/10 7/10 8/10 9/10 10/10 10/16

Height Y 12.3 41.1 90.3 110.2 114.3 114.7

(cm) D 12.3 40.7 89.9 109.7 114.1 114.5

C 12.3 39.7 88.9 108.5 112.6 112.7

Diameter Y 3.1 7.2 9.8 11.1 10.8 9.6

of stem D 3.1 6.9 9.8 10.8 9.7 9.4

(cm) C 3.1 5.7 7.4 8.7 9.2 9.2

Number Y 2.7 25.7 37.8 40.8 40.2 40.2

of tillers D 2.7 25.2 36.4 39.4 39.0 38.7

(count) C 2.7 27.5 40.1 41.2 41.4 40.1

Length of Y 6.3 34.7 39.7 44.2 44.7 45.8

main roots D 6.3 34.1 38.9 43.9 44.1 46.3

(cm) C 6.3 33.2 35.7 40.2 43.9 44.8

M and D  : Measurement item and days  Cu  : Cultivation (manuring) 

(Method Refer to Table 1)
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5)除 草剤散布:代 掻き作業終了直後に水深70

～80mmに 灌水 し、除草剤のブローダックス乳剤

(日産化学社製)を10a当 た り500cc耕 作水田周囲

畦部 より散布 し、3～4日 間放置後 に植え付 けを

行った。

6)植 え付け(田 植 え):除 草剤散布3～4日 後

に水 深20～30mmに 落水 し、1昼 夜放 置後 に田

植 え機(ク ボ タ社製)で2003年6月10日 に株間

L300mm×W170mmXD10mmで1株2本 植えと

し、植え付け直後に水深65～70mmに 灌水した。

3.種 籾処理と育苗

1)種 籾:2002年 度 自家採取の好適酒造米"山 田

錦"特 上を穀類貯蔵庫(ク ボタ社製)を 用いて10

～13℃ 下で貯蔵 し種籾 として供 した。

2)比 重選:水11ccに 硫安5.1gを 溶解 した比重

1.13割合水を18乏 作成 して、種籾の比重選を行 っ

た。

3)催 芽:水 分15～17%の 種籾に重量比で10～

12%加 水 し、20～23℃165hrで 実施 した。

4)育 苗:pH5に 調整 され た育苗 土(JA製:

殺 菌 ・殺 虫 処 理 済 み)を 用 い、W300mm×

L600mm×D30mmの 育苗箱に育苗土を敷き詰め

た後に催芽後の種籾は播種網みを用いて200gを 均

等に播種 し、十分に灌水 した後 に約3mm程 度の

育苗土で覆土 し、直ちに日光遮断マルチビニール

で覆 った恒温育苗ビニールハウス内で、30～32℃

148hr発 芽させた後に、日光遮断マルチを除去して

緑化を計 り、播種後22～23日 後で3.0～3.3葉 ・草

丈12cm前 後に稚苗の生長調節を行い、殺菌 ・殺

虫剤(ビ ームア ドマイヤー:日 本バイエルアグロ

ケム社製)を1箱 当たり5g散 布し、十分灌水 して

2～3時 間後に植え付けに供 した。

4.栽 培水田管理

1)栽 培 と水管理(間 断灌水):全 栽培区ともに

同一処理 とし、その概要は既報1)のTable3に 準じ

た。

間断断水の水深は30～50mmと し、8～10日 前

後で自然蒸発により耕土表面に浅いひび割れが生

じる状態で3～5日 間放置後に灌水した。

穂形 成期 と出穂期及 び登熟 期は水 深を80～

100mmと 通常時よ り深め とし、収穫10～14日 前

より完全落水を行った。

2)薬 剤散布:栽 培全区ともに病虫害の発生が認

められなかったため薬剤散布は行わなかった(薬

剤散布を要するに至 らない程度の僅かに穂首イモ

チが栽培基本対照区のCで 収穫2週 間前に認めら

れたが、これらは穂首より抜き取り焼却した)。

3)畦 部の草刈 り:自 動草刈 り機(ク ボタ社製)

を用いて草丈が200～300mmと な った時点 で随

時行い、害虫(カ メムシ)や 病原菌のイネへの移

動 ・繁殖防止に留意した。

5.収穫 と出荷調整

1)収 穫:植 え付け後130日 前後の2003年10月

16日 にコンバイン(ク ボタ社製)に て刈 り取 り収

穫 した。

2)乾 燥 ・籾摺 り:収 穫時 の籾米水分 は20～

22%前 後であり、収穫直後に自動乾燥装置(ク ボ

タ社製)に 籾米を投入し、大気温度下で通風乾燥

して水分16～19%と し、引き続き35～40℃ の熱

風加熱乾燥を行い、水分15%に 調整 し、乾燥戻 り

を防 ぐために籾米保存庫にキャリベヤーで移動投

入した。

3)籾 摺 り ・撰別秤量処理:自 動連結籾摺 ・撰別

秤量機(ク ボタ ・サタケ社製)を 用いて3.5イ ンチ

ロールで籾摺 りし、連結撰別機(箭 い目2.5mm2)

で酒造メーカー指定の等級撰別 し、指定の紙袋に

自動秤量機で玄米正味30kgを 肉詰め締括 りした。

6.栽培実験項目

1)イ ネの生育状況:生 育状況は草丈の伸長と茎

の太さ、分藁数及び主根の伸長につき30日 毎に測

定した。

2)収 穫時の稲藁 と1株 当た りの穂数、桿長、穂

長、1穂 重、1穂 粒数、1次 枝梗数、2次 枝梗数、1

穂不稔粒数、1株 藁重、1株 粒重、1000粒 重 と1株

分藥数につき測定した。

3)籾 米収穫量と水分:自 動乾燥装置への籾米投

入時に自動計量器で収量と水分を定量した。

4)玄 米の等級別収量測定:自 動撰別機により等
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級区分 し、同時に等級別収量を自動秤で測定 した。

結果と考察

1.イネの生育状態

好適酒造米山田錦の生育 と施肥量及び時期によ

る総合結果はTable2に 示した。

1)生 育状況からみた肥料の施肥量と時期の適正

度

総合生育状況は、元肥及び追肥両施肥量及び時

期 とも長年の経験か ら適性であ り、有機肥料を中

心 とした有機性廃棄物のゆうき百倍区(Y)及 び家

庭混合生ゴミ区(D)で は反当あたりの肥料3要 素

の窒素(N)・ 燐酸(P)・ 加里(K)を18～20kg

に設定すれぼ概ね適格であることが確認され、酒

米山田錦は通常の米飯糎米栽培施肥量より3要 素

は約15%前 後多肥栽培が必要 となった。なお、俗

に農家間では1石 収穫に酒米 はN・P・K=0.5・

0.7・0.7kgが 不可欠 とされていることがほぼ確認

された。

山田錦は、桿及び穂が長 く、1株 当たりの穂数及

び粒数が多いために倒伏 し易 く、落粒 ・発芽現象

が顕著であ り、これらの諸現象の防止策 として桿

の肥大強化 と稲桿の枯熟遅延が重要 とな り、秋落

ち状態の回避が重要であ り、施肥設計において速

効性肥料を避け、遅効性肥料の施肥が有効であり、

栽培区のY・D区 の有機肥料中心の遅効性施肥区

は極めて生育状況が平均的で、無駄な生長や過剰

生長が認められず、刈 り取 り期においても稲藁の

下部は緑色性を有して強度を呈 し、倒伏抑制度が

高 くて株オレ現象 も認められず極めて良好であっ

た。

一方、C区 では6～7月 の多雨により茎の肥大や

分藁過多の様相が認められ、収穫時には倒伏様相

(株より1.5～2.5節 及び穂首部)に より屈折個体が

現出した。このことか ら穂肥 として8～9月 に窒素

成分を含有する肥料の施肥は、倒伏を誘発する危

険性を有することが示唆され、登熟期には含有成

分がP・K中 心の追肥(ス テップ、マグホス、PK

化成等)が 有効 となった。

イネの生育状況か ら、肥料の選択及び施肥量並

びに時期は3区 ともに良好且つ適性であった。

気候的に、6～8月 時の長雨 と若干の低温により

桿節の肥大遅延や伸長過多の様相が僅かに認めら

れる傾向があり、同時にやや分藥過多の様相を呈

する株が認められたが、8月下旬からの猛暑により、

稲藁は強化され、倒伏や未結実穂の現出は抑制さ

れ、全栽培区ともに秋落ち現象は認められず、出

穂～登熟期は極めて天候が良好で、良好な収穫様

相となった。

これらの結果から、総合的にはD施 肥栽培法は、

有機コンポス トのY区 及び化学合成施肥 区のCと

大差なく良好で、好適酒造米山田錦の栽培元肥と

して有効であった。

(1)草 丈の伸長:植 え付け後2ヶ 月間は全施肥

区とも差は無 く、以後に極めて僅かにC区 の伸長

が抑制される傾向を呈した。

収穫時で は、C区 を基準 に比較す れぼY区+

1.7%、D区+1.6%と なり、総合的には微差とな り、

有機性コンポス ト肥料は草丈の伸長性を僅かに促

進する傾向を示唆した。

有機性コンポス ト肥料は、遅効性を示 して植え

付 けから登熟期 にいた り、緩慢 にして安定的な肥

効性を呈し有効な肥料となった。

(2)桿 の肥大性:植 え付け後の生長様相は、草

丈の生長 と類似 した傾向を呈 し、植 え付け後3ヶ

月前後に最大の肥大性を示 し、登熟開始期の植え

付 け後4ヶ 月に至ると桿は乾燥を初め、水分が大

き く減少 して細化様相を呈 した。収穫期でのC区

を基準に比較すれば、Y区 十4.3%、D区 十2.1%と

な り、有機性コンポス トはイネの桿を肥大促進す

ることが認められ、Y区 とD区 の差は実質0.2mm

と殆ど差はなく有効となった。

(3)分 藥数:分 藥生長が最も旺盛なのは植え付

け後1～2ヶ 月で、草丈及び桿の肥大性 と異なり、

C区 が最大 とな り、収穫時では枯死分藥桿が最大

となる特徴を有した。

分藁数が最大 となる植え付け3ヶ 月時で、以後

登熟期に渡 り僅かに減少傾向を示 し、収穫期での

C区 を基準に比較すれば、Y区 十2.4%、D区 一3.5%

とな り、家庭生 ゴミコンポス トは顕著に分藥数が

劣 り、総合的に栽培期間中で常 に分藥性に劣 る傾
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向を示 し、栽培初期時よりこの傾向が顕著である

ことか ら、施肥後の分解性や肥効性が温度に影響

を受けやすく、夏期高温期では分藥促進様相を呈

することから、肥効性が温度に影響されやすいこ

とが示唆された。

(4)主 根の生長:草 丈や肥大成長に類似 して植

え付け2ヶ 月以後に大き く伸長 した。有機性コン

ポス トのY・D区 では表土か ら50cm以 上の深さ

中に多 くの側根が認められ、一方、C区 では側根

が少なく根毛が多い様相が認め られ、この結果P

区 ・D区 では施肥養分の吸収性や倒伏性に優 り、C

区は吸収性が劣 り倒伏製に欠けることが示唆され

た。収穫時での主根の生長をC区 を基準に比較す

れぼ、Y区+2.2%、D区3.3%と なり、D区 が最大

伸長性を呈し、遅効性肥料 として栽培全期に渡 り

有効的な肥効性を呈 した。

有機性 コンポス ト肥料間の差はY区 に比 してD

区が十1.0%と な り、主根が耕土に深 く進入 し、側

根 も多い ことより施肥養分の吸収性に富み、倒伏

耐性を有することが認め られた。一方、C区 は窒

素成分施肥量が多いにも抱わらずY・D区 に比 し

て伸長が劣 るのは、速効性のため分解 ・消失が顕

著で持続性が無 く、登熟開始前後での追肥が不可

欠であることが認められた。

2.収 穫時のイネの生長と1株 当たりの稔実度

収穫時のイネの生長 と1株 当たりの稔実生育状

況はTable3に 示した。各施肥栽培区間の比較は全

て収穫時を基本にC区 を基準とした。

(1)1株 当たりの穂数

栽培区間における差はC区 に比してY区 十5.4%、

D区 十5.0%(Y区 とD区 比較ではD区 一〇.3%:以

下同様に記す)と な り、有機性コンポス ト施肥区

が化学合成肥料区に優る結果を示 し、好適酒造米

山田錦(以 下酒米 と記す)栽 培には遅効性で窒素

成分の少ない有機性肥料が適することが示唆され

た。Y・D区 間の差は殆 ど認められず良好な生長性

を示 した。

(2)桿 長

桿長差は、C区 に比 してY区 十1.8%、D区 十1.6%

(D-2.0%)と なり、全栽培区で大差は認められず、

C区 が僅か に(実 測2.Ocm前 後)短 桿 とな った。

桿長は倒伏耐性 に大き く影響することか ら、有機

性コンポス ト施肥による桿長促進の危険性はな く

良好な様相を呈した。

なお、家庭用生 ゴミコンポス トでは、籾殻等の

施肥後の腐敗化が緩慢であるためか、ややY区 に

比して桿長の伸長性が緩慢な様相を呈した。

(3)穂 長

栽培区間における穂長差は、Y区+6.4%、D区

+7.8%(D+1.3%)と な りD区 が優 り、穂長は直

接粒数に関与 し収穫量に大きく影響3)す ることか

ら、穂数に優ることは施肥素材 として極めて優良

であ り、遅効性の有機性コンポス ト肥料は酒米栽

培に有効であることが認められた。

施肥後の分解は生育状況から判断して、盛夏前

後に最盛期 となることが秋落ち防止効果を有 し、

穂数の確保 と稔実性の向上に有効であることが示

唆された。

(4)1穂 重

穂重は粒数 と稔実度に大きく関与し、終局的に

収量に直接関与し、生産量を左右するために極め

て重要である。

特に酒米では穂重の重軽が粒径の大小に大 きく

関与 し、穂重が重 くなれば粒径が一般的には大と

なることが知られ、特有の"心 白"が 強化増大4)す

ることが知られている。

栽培区間で比較すれば、Y区 十17.4%、D区 十

8.7%(D-8.0%)と な り、Y区 が顕著 に優れる結

果を呈 し、"心白"形 成 も大きく良好で山田錦特有

の酒米様相を呈した。一方、D区 は"心 白"形 成状

況はY区 に比 してやや小さ く且つ僅かに濁った様

相 とな り、C区 では存在位置が胚芽部に近 く、通

称の流れ"心 白"様 相となった。

この結果がTable5に 示 した収量に直接影響 し

た。

(5)1穂 粒数

一般的に酒米山田錦は、通常の飯米(通 称細米)

に比 して1穂 粒数は15～20粒 多い5)こ とが知 られ

るが、穂肥の施肥時期や間断灌水の適性等により

着粒数や稔実度が大き く影響 し、終局的に収量と

品質を左右する。
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Table 3 Plant growth of rice hill on the harvest time inter commercial-farming practices (Average of 10 hills)

Measurement item's Cultivation (manuring) method

Y D C

Heads per hill (number) 33.4 33.3 31.7

 Culm length (cm) 114.7 114.5 112.7

Head length (cm) 23.2 23.5 21.8

Head weight (g) 2.7 2.5 2.3

Grains per head (number) 117.9 118.1 14.7

Primary branches per head (number) 8.9 8.8 8.3

Secondary branches per head (number) 14.7 14.5 12.9

Sterility brown rice per head (number) 3.7 3.2 4.4

Straw per hill (g) 97.7 97.2 94.8

Brown rice yield per hill (g) 71.4 70.7 67.8

Weight of brown rice 1000-grains (g) 28.2 27.9 27.1

Empty grains per head (number) 3.8 3.6 3.2

(Refer to Table 1)

Table 4 Yields and Cultivation (manuring) costs of the three methods of Harvest-time (2003-Oct-16)  (10a/en)

Measurement item's Y D C

Unhulled rice weight at harvest-time  (kg/10a)

Moisture content of brown rice at harvest-time (%)

Hulling ratio (weight ratio to unhulled rice)  (%)*

Brown rice weight after moisture drying  (kg/10a)

1228.2

19.7

35.1

635.4

1226.4

19.7

35.0

633.7

1191.5

19.2

34.7

626.1

Cultivation costs (Total) 197.700 176.300** 232.000

** : Reference to Table 6 of previous  report') (Production  costs=41 .200) 
Total : Computation by Table 6 previous  report') 

Cost : Computation of cost = Purchase price/endurance years/hours used during the years 
Time-cost : Used per-hour 

(Refer to Table 1)

Table 5 Net earning and income of the three cultivation practices of commercial-farming practices of 
rice for "SAKE" brewery with YAMADANISHIKI (10 ha)

Grade of brown

rice & Selled

price/kg

Manuring no' method

Y D C

Yield  % Y Yield % Y Yield % Y

Finest  (Y500)

 Special-1st  (Y490)

First class  (Y475)

Second class  (Y375)

Third class  (¥350)

Screenings  (Y100)

350.2

164.8

45.4

39.8

13.1

8.7

56.3

26.5

8.1

7.2

2.1

1.4

175100

80752

21565

14925

4585

870

332.6

168.2

51.5

23.5

14.2

14.8

53.6

27.1

8.3

5.4

2.3

2.3

166300

82148

24462

12562

4970

1480

308.9

169.7

53.1

38.4

22.5

17.7

50.6

27.8

8.7

6.3

3.7

2.9

154450

83152

25222

14400

7875

1770

Total harvested 622.0 100 299797 620.7 100 292162 610.5 100 278995

Shipping & sundry

Cost of practices

10200

197700

10200

176300

10200

232300

Net earning 91897 105662 36495

Finest :  "White-core"  ; at center and the occupied percentage is 40% or more of the brown rice 

 Special-  1  st :  "White-core"  ; at center and the occupied percentage is  3539% of the brown rice 
First class :  "White-core"  ; at center and the occupied percentage is 35% or more of the brown rice 

Second class :  "White-core"  ; at small and non-center and the occupied percentage is  2530% of the 
 brown rice 

Third class :  "White-core"  ; at very small and non-center and the occupied percentage is  1015% of 
 the brown rice 

Cereenings (rice) : Sterile rice, Rusty rice, Checked rice, Opaque-kernel rice etc 
*Costs of practices  : Refer to costs at Table 4 
**Net  earning  : Price earning of total harvest — (Shipping & Sundry + Costs of Practices) 

           (Reference to Table 6)
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C区 を基準に収穫時での比較では、Y区+2.8%、

D区+3.0%(D+0.2%)と なり、施肥後の分解 ・

肥効性が最も遅いD施 肥区が最良となり、酒米栽

培における元肥 として有効であることが認められ

た。

(6)枝 梗数

枝梗数はイネ自体の生育状況の判断基礎5)と さ

れ、C区 を基準 とした収穫時での1次 枝梗数の比較

は、Y区 十7.2%、D区 十6.0%(D-11.3%)と な

り、2次枝梗数ではY区 十14.0%、D区 十12.4%(D

-1 .4%)と な り、一般の細米(米 飯用)イ ネより

桿が長 く枝梗数が多い特徴が認められた。

なお、Y・D区 ともに枝梗数が多く、施肥量及び

時期が適格であったと判断された。

酒米山田錦の栽培における元肥 として、遅効性

の有機性コンポス トが有効であることが示唆され

た。

(7)1穂 の不稔実粒数

穂の稔実度は収穫に大 きく関与 し、栽培管理上

での施肥の種類や量及び時期並びに水管理(間 断

灌水)の 適性度を判断することが出来、一方、登

熟期の天候に大きく影響され、とくに、9月 下旬か

らの天候が大きく関与するが、2003年 では比較的

この期の天候は良好であったことより、栽培管理

に依存する傾向が高い年次 とな り、総合的には良

好な栽培状況 とな り、各施肥栽培区 ともに不稔実

粒数は少なく結果 となった。

収 穫 時 で のC区 を基 準 に 比 較 す れ ば、Y区

一16.0%、D区 一27.3%(D-15.6%)と な り、肥効

性が最も遅効的な(分 解性が緩慢)家 庭生ゴミコ

ンポス ト区が最良の結果を呈 し、稔実性は全体的

に生育が緩慢で、分藥状況も過多とならず、稲藁

生育状況が強固でやや もすれば伸長性に欠け、桿

の肥大性に優る状況下で有効 となることが認めら

れ、酒米"山 田錦"の 栽培には、有機性コンポス ト

の元肥施肥が有効であることが認められた。

(8)1株 稲藁重

稲藁重は、イネの生育状況 と充実度の判断基準

として重要で、重量が大 となれば充実度 も強 とな

り、倒伏耐性も増加 し有効 となる。

収穫時のC区 を基準に比較すれぼ、Y区+3.1%、

D区+2.5%(D-5.1%)と な り、有機性 コンポス

ト施肥区が有効であった。

栽培期間中平均的に緩慢な生長状況を呈する傾

向を示す生長栽培法(処 理 と管理)が 酒米山田錦

栽培には有効となることが示唆された。

(9)1株 玄米重

玄米重は酒造メーカー選別基準合格米のみの重

量とした。

C区 との比較ではY区 十5.3%、D区 十4.2%(D

-1 .4%)と な り、有機性コンポス ト区が総合的に

生育状況に優れ、生長度 ・稔実性に富み収量性に

優る結果を呈 した。植え付け後の生長度が安定的

で緩慢であることが、酒米山田錦栽培では有効と

なる傾向が認められた。

(10)玄 米1000粒 重

1000粒 重の重軽は米粒の大小のみならず、酒米

山田錦では"心 白"形 成の重要な鍵となり、重量が

大となれば粒径が強化されて"心 白"形 成が充実さ

れ、中心部に薄 く広 く存在することとな り、山田

錦特有の酒米 となる。

C区 を基準 に比較 すれ ば、Y区 十4.0%、D区

+3.1%(D-1.1%)と な り、Y・D区 間の差は少

な く、有機性コンポス ト施肥区がC区 に比 して稔

実度や1000粒 重等より判断すれば有効性に富むこ

とが実証された。

(ll)分 藥状況

Table2に 示 した如 く全施肥栽培区で良好な様相

を呈 し、植え付け90日 前後で最大となり、以後登

熟 ・収穫期で ごく僅かに減少 したが、無効分藁は

さほど発生せず、とくに、有機性コンポス ト施肥

区のY・D区 が最良となり、D区 が最も分藥数が少

な く施肥後の分解 ・肥効が緩慢で有効である結果

を示した。

C区 を基準 に収穫時で比較すれば、Y区 十18.8

%、D区 十12.5%(D-5.6%)と な り、施肥の選択

や量及び裁培管理が適正であったと判断された。

酒米山田錦の栽培 ・生育状況を総合的に判断す

れば、1株 当たりの穂長 ・穂数 ・粒数 ・玄米重 ・穂

長などの稔実度か らY・D区 がC区 に比 して無駄

な く良好であり、このことか ら施肥素材 として有

機性コンポス ト施肥区が、化学合成肥料区よりも
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家庭混合生ゴミコンポス トの好適酒造米"山 田錦"栽 培元肥の適正

肥効1生は緩慢であるが有効であ り、植え付け後か

ら登熟期にいた り平均的な肥効性を呈することが、

酒米"山 田錦"栽 培に重要且つ有効であることが示

唆された。

3.籾 米収量と水分含量及び玄米収量

刈 り取 り直後の籾米収量 と水分含量及び規定水

分調節(15%)後 の籾殻占有率並びに籾摺 り調整

後の玄米収量はTable4に 示した。

(1)籾 米収量

10a当 たりの収量をC区 を基準に比較すれぼ、Y

区十3.0%、D区 十2.9%(D-0.2%)と な り、1穂

当た りの粒数や重量 に優 るY・D区 が籾米収量に

優 り、Y・D区 間の差は無 く有機性コンポス トは酒

米山田錦栽培元肥施肥 として有効であることが示

唆され、収量増加性を有することが認められた。

(2)収 穫時の籾米水分含量

C区 を基準に比較すれば、Y・D区 ともに十2.6%

(D±0%)と な り、C区 に比してY・D区 の稲藁は

収穫時でもやや緑色を有 し僅かに硬 く弾力を呈 し

たことから、水分保持力に優 り、秋落ち抑制に有

効であることが認められた。

(3)籾 殻占有率

規定水分15%に 乾燥後の籾米重量より籾摺 り後

の玄米重を減 じ除して算出した。

C区 を基準 に比較す れば、Y区 十1.2%、D区

十〇.9%(D-2.9%)と なり、籾殻 占有率では施肥

の種類や量による差は微少で、1穂 粒数や重量によ

る差は籾殻重や占有率に影響がないことが認めら

れた。

(4)玄 米収穫重量(収 穫量)

玄米収量は、水分15%に 調整後に籾摺 りを行い

10a当 た りに換算算出 した。収穫時の籾米収量ほ

ど玄米収量差はな く、C区 を基準に比較すれば、Y

区十1.5%、D区 十1.2%(D-0.3%)と 微差であり、

栽培に当たり収穫予想により施肥量を決定 したが、

其の収量を上回る良結果 となり、施肥及び水等の

総合的栽培管理が適性にして良好であったことが

認められた。

最大収量を呈 したのは有機性コンポス ト区のY

区で次いでD区 とな りC区 が最低で、酒米"山 田

錦"栽 培には有機性コンポス トが適することが認

められ、家庭生 ゴミコンポス トは十分栽培時の元

肥 として有効であることが実証された。

4.栽 培経費(単 年度概算)

単年度概算経費は、栽培に直接要した経費のみ

を算出し、家庭生ゴミコンポス ト製造経費は機器

の耐用年数 と製造機器運転熱源の電気料金のみを

加算算出 し、なお、治山 ・潅概保全経費等は極め

て不確実であることから除外 し、既報1)に 準 じて

Table5に 概算表示 した。

なお、使用 した農機類の使用経費は器具類の耐

用年数(税 制面 も考慮)よ り年間使用時間を割 り

出し算出した。器具類の使用経費の高低は栽培区

におけるイネの生育状況や作業性による物である。

一方、籾米の乾燥や畦草の除去等は全施肥栽培区

で同一とした。

全栽培区ともに病害虫発生が無 く(僅 かにC区

で穂首イモチ病が発生 したが抜き取 り除去)農 薬

散布は行わなかった。肥料経費はTablelに 示 した

肥料の施肥量より算出した。

Table5に 示 した実質的な栽培全期間中の栽培経

費は、C区 を基準に比較すればY区 一14.9%、D区

一24.1%(D-10.1%)と な り、有機性コンポス ト

区が顕著に経費が安価となり、とくに家庭生 ゴミ

コンポス ト施肥 区はゆ うき百倍施肥区に比 して

一10.1%と 極めて経費が安く経営面で収量も多 く良

好であった。

5.営農規模における収益性(概 算)

収穫後の調整玄米の等級別販売金額の占有価格

より算出して、Table5に 示 した。

なお、等級選別及び価格は、酒米検定協会並び

に酒造組合により実施 ・決定されたのを表記した。

(1)玄 米の等級別販売収益

販売収益ではY・D区 の有機性コンポス ト施肥

が化学合成施肥のC区 に比 して多収 となった。と

くに、Y・D区 はC区 に比 して顕著に特上米の収

量に優 り、収量中の 占有率ではY>D>Cの 順 と

な り実質差は3%前 後 となり、一方、特1級 はC>

D>Yの 順位多収 となる結果を示 し、終局的には
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収益はY>D>Cの 順に収益は多とな り、C区 を

基準に比較すれぼ、Y区+7.5%、D区+4.7%(D

-2 .6%)と なり、1等 米以下では差ほど顕著な収益

性の差はな く、ややC区 が多収 となる傾向を有 し、

酒米"山 田錦"特 有の玄米粒が幅広く ・厚みを有し

丸みを呈 した太米 タイプで、中心部が僅かに透明

性を発 し"心 白"を 有する玄米 「特上米」及び 「特

級米」が少な く、やや一般の米飯=細 米(米 飯用)

に近い状態の玄米が多収 される状況 とな り、化学

合成肥料は"心 白"形 成性に欠けることが示唆され

た。

但 し、C区 を基準に玄米収量 よりみれぼ、Y区

十1.9%、D区 十1.7%(D-2.0%)と な り、収穫量

格差は微差であり、収益差は収穫玄米の品質によ

り顕著に差を生 じ、この結果からD栽 培法は有効

となった。

(2)概 算収益(単 年度)

概算収益は玄米販売収益よ り栽培経費(単 年度

概算)を 減 じて算出した。

実質的栽培 コス トをC区 を基準に比較すれば、

Y区 一14.9%、D区 一24.1%(D-10.1%)と な り、

栽培コス トの大部分は肥料代金であることから、

化学合成肥料は単価が高 く、且つ速効性のため追

肥が必要とな り、終局的にコス ト高とな り、一方、

有機性コンポス ト施肥区は単価が安 く、遅効性の

ため追肥が不要 となり終局的に安価 となった。

農機具の使用時間や出荷処理等の機器償却経費

は、各栽培区とも差を有さず同一であり、概算収

益の格差は、施肥料の単価 と施肥量に依存するこ

とが認められ、結果的に、D区 施肥栽培法がコス

トが安価で良質の酒米"山 田錦"栽 培に有効となっ

た。

実質的収で益はC区 を基準 に比較すれば、Y区

十151.8%(十55.402円)D十189.5%(十69.167円)

(D十13.0%:十13.765)と な り、顕著に家庭生 ゴ

ミコンポス ト施肥区が有利 とな り、コンポス ト製

造経費が極めて安価であることと、上質の酒米が

多収出会 った結果であり、元肥施肥材 として極め

て有効であることが認められた。

なお、単年の結果のみで総括することは危険で

あり、栽培管理及び詳細な調査並びに継続的審査

が必要であることは勿論である。

要 約

清酒の近年の傾向の一つ として、無農薬 ・有機

栽培酒米を原料とした製造 ・販売が主流化 し、量

より質の傾向が強まり、製造原料の高級化が望ま

れて原料酒米 として、全国的に含有タンパ ク質と

脂肪が少なく、デンプン含量が高くて"心 白"を 有

する好適酒造米"山 田錦"の 利用が急増化 してい

るが、生産地が限られることから生産量が少なく、

量産技術が望まれ、従来の化学合成肥料施肥栽培

法では限界 とな り、有機栽培法の確立が急がれて

いるが、有機栽培法は稲藁の伸長が促進され、倒

伏現象を呈 し減収因となることが大きな問題を提

起 している。

上記に対する解決法の一つであ り、健康志向及

び生産コス トの低減化と収益促進法等々鑑み、一

方、全国的な問題である生ゴミの処理及び リサイ

クル法の解決策 としての簡便で安心な有効利用法

としての有機性肥料化と利用性及び開発策 として、

好適酒造米の栽培元肥 として極めて有効な肥料で

あ り、その利用性は遅効性で穀類の生長 と充実性

に有効であった。

家庭混合生ゴミコンポス トは、好適酒造米"山

田錦"栽 培元肥 として総合的に次の事項について

有効性が認められた。

1.イネの桿の肥大性を促進 し、倒伏耐性を強化 し

た。

2.元肥 として最 も重要な肥効性が安定的で、遅効

性を有 して全栽培期間中で平均的且つ安定的な

肥効性を呈した。

3.秋落ち防止効果を有 し、1株 当た りの稔実度を促

進し、収穫量の増進性を有した。

4.防 虫外の発生と予防性に富む

5.栽培コス トが極めて安価一肥料コス トが非常に

安価で安定性 と安全性を有 し、最近の健康志向

に適 し、良質の日本酒製造用酒米の生産が可能

となった。

総合的に生産者は良品質米の増産により、収益

増となった。なお、単年度のみの調査研究では不
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十分であることから、継続的研究と調査が必要で

ある。
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